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　骨折リエゾンサービスの紹介
     -FLS（Fracture Liaison Service）-
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各診療科紹介   62

はじめに
　当院で2022年5月より骨粗鬆症
治療，骨粗鬆症による脆弱性骨折
予防のために骨粗鬆症リエゾン
サービスチーム（OLS）、骨折リエゾ
ンサービス（FLS）を導入しました。
FLS（Fracture Liaison Service）：骨
折リエゾンサービスの略称です。
　一度骨粗鬆症性脆弱性骨折を生
じた方は、二次性骨折（新しい別の
骨折）をしてしまう危険性が高くな
ります。FLSとは二次性骨折を生じ
ないために骨折の治療と同時に骨
折の原因である骨粗鬆症の治療を
行うことです。当院では大腿骨近位
部骨折、脊椎圧迫骨折で入院して
きた患者さんに対し、FLSチームが
介入し骨粗鬆症の評価・治療を多
職種で行っております。

チーム構成
　医師、看護師、薬剤師、理学療法
士、作業療法士、管理栄養士、社会
福祉士で構成されています。

骨粗鬆症とは
　骨強度の低下を特徴とし、骨折
のリスクが増大しやすくなる骨格
疾患と定義されます。骨強度は骨
密度と骨質の2つの要素からなりま
す。

　年齢と共に骨密度は低下し，特に
女性の方は閉経後の骨密度低下が
大きく、転倒等により大腿骨近位部
骨折、脊椎圧迫骨折、橈骨遠位端骨
折、上腕骨近位部骨折等の脆弱性
骨折が生じやすくなります。特に大
腿骨近位部骨折が生じると手術的
治療が必要となることが多く、生命
予後の低下・ADL（日常生活動作）の
低下をきたすことがわかっており、
骨粗鬆症の治療が重要であること
が示唆されております。
　また、一度脆弱性骨折を生じる
と、その後他の部位の骨折（二次性
骨折）が生じやすいこともわかって
います。そのため、大腿骨近位部骨
折で入院してきた患者さんに対し、
骨折の治療はもちろん、骨粗鬆症の
状態を評価し、骨粗鬆症治療をFLS
のチームの多職種でアプローチし
行うことで二次性骨折予防につな
がると考えられています。この取り組
みは、現在世界的に広がってきてお
ります。
　骨粗鬆症は骨折等を生じなけれ
ば症状として表れにくいため、骨粗
鬆症の検査や治療を行う方が少な
く、開始しても長期継続が困難とさ
れています。骨粗鬆症の重要性を医
療従事者や患者さんやその家族へ
啓蒙することが大事と考えます。

活動内容
　脆弱性骨折を生じた患者さんや
高齢の患者さんの骨粗鬆症の有無
や病態の診断をして治療が必要か
判断し、骨粗鬆症と診断された患者
さんに対し、薬物治療の導入を行い
ます。また、患者さんや家族に服薬
指導、栄養指導、リハビリによる転倒
予防等を行います。

☆医師、看護師、薬剤師、理学療
　法士、作業療法士、管理栄養士、
　社会福祉士等の多職種で骨粗 
　鬆症診断、治療、脆弱性骨折予
　防に取り組みます。

☆当院退院後は、リハビリ病院や
　かかりつけ医と連携し、骨粗鬆
　症治療の継続を推進します。

☆歯科とも連携し、口腔ケアを行
　い、骨粗鬆症治療に伴う合併症
　等を予防します。

　骨粗鬆症治療は長期的な治療
継続が必須と考えております。当
院のみでの治療は限界があり、愛
媛県全域の病院との連携が重要と
なります。愛媛県全体で連携をと
り、協力しながら骨粗鬆症治療を
行い、脆弱性骨折を予防し、患者
さんのADLを向上させることが大
事と思っております。連携施設の
皆様のご協力をよろしくお願いい
たします。
　患者さんにおきましては、日常
生活の中で気になる症状がござ
いましたらお気軽にご相談くださ
い。

　コーチングはお互いを知る（理解する）時間でした。フィー
ドバックを貰うことは、知らない自分を知る機会となり成長
のチャンスを頂いたようで有難く感じました。コーチングで
学んだ傾聴や承認を実践し、より多くの人が病院の目的を
共有し、職位や部署の垣根を超えて対話ができるよう少しず
つ裾野を広げて参りたいと思います。
                               　　　　看護副部長 7S病棟　山口 美紀

　組織変革への期待や高揚感を抱いてコーチングがスター
トしました。院長との対話を重ねるうちに目指す病院や職員
像が鮮明になり、自部署の方向性も明確になりました。病院
組織内の風通しも良くなり、協働意識が高まり業務の連携も
スムーズになりました。医療技術部門の部署長会議も始まり
サイロ化しがちな部門間の情報共有体制が整ってきたと感
じています。
　　　　　　　　　　　臨床検査技師長　和泉元 雅子

　今回のコーチングは、私自身技師長職に就いたばかりで
リーダーのあり方について悩んでいた時期でしたので、他
部署の方やコーチ（院長）とお話しをすることで、新たな気
づき、考え方や行動の選択など得る物が有り、リーダーとし
て未来の放射線室を考える良い機会になりました。今後は
スタッフとの想いの共有ができ、働きやすい職場を目指して
行動していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　診療放射線技師長　高橋 渉

　コーチングに参加できる機会を頂き、「看護を楽しいと感
じ、スタッフが定着する職場」を目標にチーミングの推進に
取り組みました。その結果、看護について対話する機会が増
え、少しずつではありますが当初の目標に近づいたと感じて
います。今後もコーチングマインドを忘れず今回の取り組み
を継続していきたいと思います。
                               　　　　看護副部長 4N病棟　髙岡 恵

　当院が家族や友人に必要とされる病院になるためにな
にができるか、看護部長とコーチングを行い一緒に考えまし
た。自部署の職場環境の調整や新人の定着などを課題とし、
少しずつですが自分自身を変える努力をする様になりまし
た。現在師長同士でコーチングを進めています。組織全体へ
良い影響をもたらせられるように継続していきます。
                                                                 ICU 師長　河野 みどり

　コーチングを5か月間受け、質問・傾聴されることで自身
の課題に向けての気づきが増え「自分自身に向き合い」「自
己解決力を身につける」ためのコミュニケーションを学びま
した。3分間コーチや1on1コーチを通して、今後はスタッフ
一人ひとりの能力発揮を促せれるよう、相手の気持ちを刺
激して活性化することを重視した関わり方をしていきながら
自己成長にも繋げたいと思います。
                                                    看護副部長 外来　宇髙 さとみ

　私のコーチは上司で、はじめとても緊張したのを覚えてい
ます。同じ目的・目標に近づくためにどういう行動をとるべき
か方向性を一緒に考える、思いを共有するのにとても効果
的な時間を共有することができました。医療安全活動の方
向性や職員を守るための取り組みについて多職種の力を借
りながら推進していきたいと考えています。
                                          看護部 医療安全管理者　泉 君香

コーチングの様子

　松山市民病院の皆様は、新たな取り組みに躊躇し足踏みすることなく、積極的に本プロジェ

クトへ参加されました。柚木院長、上岡看護部長とのコーチングを通じ、コーチングを受けら

れた方々が「この組織で実現したいことが明確にある」との思いが一層強くなった結果が見え

たのはとても印象的でした。

　一人ひとりの思いが実現し、変化のうねりがより大きくなることで、松山市民病院様がこれ

からどのように変貌していくのか楽しみです。

　　　　　　　　株式会社コーチ・エィ　エグゼクティブコーチ　執行役員　大塚 志保　様

　初回の自己紹介から始まったものの、当初はその意義や
目的がよく理解できませんでした。会話の中で自身の目標や
なすべきことを深く模索しながらたどりついたことは、まず
は「自分が変わること」を常に意識することでした。日常業務
の中で、相手の話を聴くときは聴くことだけに集中すること
で、新しい気づきも生まれました。
　　　　　　　　　　　　　　　事務長　浅野 光孝
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